
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習評価とは 
 学習評価は、学校における教育活動に関し、児童生徒の学習状況を評価するもの。「児童生徒にどういった力が身に付い
たか」という学習の成果を的確に捉え、教師が指導の改善を図る（授業改善）とともに、児童生徒自身が自らの学習を振
り返って次の学習に向かうことができるようにする（学習改善）ことが大切です。 

指導と評価の一体化を図るとは    指導     評価 
学習評価を通じて、学習指導の在り方を見直すことや個に応じた指導の充実を

図ること、学校における教育活動を組織として改善することです。 

目 標＜P> 身に付けさせたい資質・能力、目指す児童生徒像を明らかにする。 

※ 学習評価の在り方ハンドブック（文部科学省） 

指 導＜D> 目標達成に向け、児童生徒の実態 
に応じた指導の工夫や支援を行う。 

評 価＜C> 具体的な児童生徒の姿から目標が
達成されたどうかを明らかにする。 

 

＜A>  「努力を要する
状況」への指導
の改善を図る。 

１時間の授業の中で、「目標」「めあて」「振り返り」「評価」に一貫性はありますか 

＜本時の目標＞ 
日常生活の場面に応じて、余りを切り上げて答えを求めることを、図や式や言葉を用いて説明することができる。 

小学校３年算数「あまりのあるわり算」  ※ 学習指導案ハンドブック（京都府総合教育センター） 

＜学習問題＞ 
３５人の子どもが、長いす１きゃくに４人ずつすわっていきます。みんながすわるには、長いすが何きゃくいりますか。 

＜めあて＞ 
「みんながすわるには、あまりをどうすればよいのか考えよう。」 

＜学習の振り返り＞ 
今日の学習を通して分かったことや、友達の考えに納得できたところ等を「あまり」という言葉を使って書く。 

＜本時の評価＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

「おおむね満足できる」と判断される状況 
余りを切り上げて答えを求めることを、図や式や言葉を用いて説明している。【思考・判断・表現】 

 
「十分満足できる」と判断される状況 
 余りを切り上げて答えを求めることを、図と式と言葉を関連づけて説明している。 

「より深く」や「より詳しく」といった抽象的な表現
は避け、「おおむね満足できる」と判断される状況
に何が加われば、質的な高まりや深まりが見られる
状況なのかを具体的に想定して記述します。 
また、授業の中に「十分に満足できる」と判断さ

れる状況が生まれる指導や手立ても必要です。 

授業づくりでは、
子どもの思考の流
れに沿った展開が
大切です。 
また、子どもの反

応を具体的に予測
し、個への支援や指
導の手立てについ
て事前に考えてお
くことが大切です。 

 

学校訪問等を通
して、成果を挙げて
いる学校の取組に
はいくつかの共通
点が見られました。 
キーワードは「シ

ステムの構築」、「校
内研修・授業研究
会」、「授業改善」、
「小中の接続」の４
点です。 
自校の学力向上

の取組を振り返り、
見直しや改善を図
るヒントにしてく
ださい。 

資質・能力の育成 

Name 

学習のめあては、児童生徒が主体的に学
ぶために、本時の目標を達成するための学習
課題を児童生徒向けの言葉で提示します。 

 単元全体の指導
計画に基づいた１
時間の目標と評価
の設定となってい
ますか。 


